
平成３０年度 事業報告書 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

法人の名称  特定非営利活動法人 かわさき市民共同おひさまプロジェクト 

 

１ 事業の成果 

かわさき市民共同おひさま発電所１号機を設置してから１０年経過したので、１０周年事業

を実施した。川崎市の準公共施設１件への太陽光発電設置の働きかけを行い、検討を継続中で

ある。 

市内の公共施設の屋根借りによる太陽光発電設置を目指す「川崎地域エネルギー市民協議会」

の構成団体として、川崎市の公共施設の屋根貸しによる太陽光発電設置の働きかけ、小水力発

電勉強会等を行った。 

 

２ 事業内容 

特定非営利活動に係る事業 

 

（１）自然エネルギー設備の設置に係る相談助言事業 

（ア）ソーラーシェアリング設置の働きかけ 

・内容    神奈川県のソーラーシェアリング・ワンストップサービスに、太陽光発

電等を設置する民間事業者と協働で登録した。問合せのあった神奈川県

の農家の現地調査を実施した。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ３人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ３，５９８円 

 

（イ）マンション太陽光発電 

・内容    NPO 法人かわさきマンション管理組合ネットワークに働きかけを計画し

ていたが、実施できなかった。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 １人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ０円 

 

（２）自然エネルギー設備の設置・維持管理事業 

（ア）公共施設への太陽光発電設備の設置の推進 

・内容    川崎市で公共施設の屋根貸しによる太陽光発電設置が始まったことにより、

特定の公共施設への設置も促進できる可能性があり、１件の施設に提案と

現地調査を行った。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ２人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ５，４９６円 

 



   

 

 

（イ）おひさま１号機２号機の維持管理 

・内容    １号機（川崎市国際交流センターの太陽光発電）の発電量測定を継続した。

また、設備設置後１０年が経過したので、点検を実施した。設備は良好に

維持されていることが分かった。 

２号機（川崎フロンターレ麻生クラブハウスの太陽熱温水器）の集熱量測

定を継続した。運用方法が改善され順調に稼働していることが分かった。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ４人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ６，０６８円 

 

（３）自然エネルギーや省エネルギー等に関する情報発信及び普及啓発事業 

（ア）かわさき市民共同おひさま発電所１号機設置１０周年事業 

・内容    １０周年記念イベントとして、映画「おだやかな革命」上映会を川崎市

国際交流センターで開催した。上映会実行委員会が主催で当団体が事務

局を担った。地域で再生可能エネルギー設置に取り組み活用することに

よって地域を活性化し生活を豊かにできることを、映画を通して伝える

ことができた。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ８人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ３０，０００円 

 

（イ）各種イベントにおける普及啓発事業 

・内容    「インターナショナル・フェスティバル」、「おひさまフェス×星空上映

会 2018」に参加し、自然エネルギーの普及活動を行った。 

川崎市環境リーダー育成講座の環境施設見学会に協力し、２号機見学を

行い、太陽熱温水器の普及活動を行った。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ４人 

・受益対象者 会員及び協力者、川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ５，３６０円 

 

（ウ）情報発信事業 

・内容    プロジェクトレター№16 を作成し 2019 年 2 月発行、会員及びこれまで

の自然エネルギー事業への協力者に対して送付した。また、当プロジェ

クトのホームページに掲載し、情報発信を行った。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ５人 

・受益対象者 会員及び協力者、川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ３９，５２９円 

 

（４）行政や社会への提案・提言事業 



   

 

 

今年度は当プロジェクト単独の提案はしていない。 

 

（５）その他各号に付帯する事業 

（ア）関連団体との連携した活動 

・内容    再生可能エネルギー普及の目的を共有する、川崎地域エネルギー市民協議

会、NPO法人市民電力連絡会に参加し、情報の共有を図りながら活動を推

進した。CCかわさきエコ会議理事会に参加し、参加団体と情報交換を行っ

た。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ４人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ４，０００円 

 

（イ）川崎地域エネルギー市民協議会の構成団体として取り組む活動 

・内容   ①公共施設（川崎市）への太陽光発電設備を設置する活動を行った。川崎市

が初めて公共施設の屋根貸しによる太陽光発電設置（FIT：固定価格買取

制度利用）の募集を行い、市民協議会として提案を作成し応募したが、結

果は残念ながら採用されなかった。 

②多摩川宿河原堰小水力発電プロジェクトの推進担当として、二ヶ領せせら

ぎ館において勉強会を開催した。NPO法人多摩川エコミュージアム、エネ

ルギーシフトを実現するこまえの会と協働して推進している。 

③「川崎市再生可能エネルギー推進条例」の実現のため、イベント等に参加

して署名呼びかけの活動を行った。 

・日時    通年 

・場所    川崎市内 

・従事者人員 ５人 

・受益対象者 川崎市民及び川崎市内在勤者 

・支出額   ０円 

 

 


